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直接知覚直後の 決定知 の 排除対象に つ い て

岡田　憲尚

1 序

　本稿は、Dharrnakirti（ca ．　600−660）著 Pramaりavarttika，　SvarthEnumfina章 （＝ PV 　I）第 48

偈に 対す るSahkaranandana（ca ．9401950−1020！1030）の 註釈 （三 PVT （§））の 検討を通じ、直

接知覚直後 に起 こ る決 定知 の 排 除対象 の 解 明 を試 み る もの で あ る 。 さ て
、

こ の 偈に 先立 ち

Dha   a  tiは 「対象に関す る付託 （誤 っ た理解 ∫α輙 彫 α）を取 り除 くため に 推理が働き 、 そ

の 働 きに よ っ て 対象の あ り方が 決定 され る」 と主張 しω
、 推理の 発生理由が 付託排除に ある こ

とを認め る 。 しか し 、 対象知覚後に付託を介 さずに 直截的に正 しい 決定が 認識者に生 じる場面

で は、推理発生 の契機 とな る付託は先行 して お らず、先行す る付託以外の 何 らか の 排 除対象が

設定されない 限 り Dhamlak耐 の主張 は妥 当性 を欠 くこ とにな る 。 そ こで、　Dharmakr
“
rtiは PV

I48 で この 間題 に言及 し、直截的な 決定知の 場合は tannUttra （それの み）が 排除の 対 象だ と

す るの で ある（2）。こ の よ うに、 い ずれの推理 も排除対象を持っ とする こ とで Dhammakrrti は 推

理構造の
一般化を図 っ た と言え よう。 しか し、Dharmakr

−
ni の 記述か ら∫砌 翩 毋 の意味内容を

理解する こ とは難 しく、またSakyabuddhi註 （＝ PVT ）や Karpakagomin註 （＝ PVSVT ）も

それを明確 に し て い る と は言 い 難い
。 諸先行研究は 、 筆者の 理解す る限 りで は、同偈 を直截的

決定知が 「付託の 可能性」
・「付託の 生起 」 を排除す るこ とを示 した もの と解釈 して い るが 、 そ

の よ うな事 態 を もた らす こ とにな る排除対象た る tanmatra が実際の と こ ろ何か は 明 らか に さ

れ て い な い よ うに思われ る（3）
。 そこ で本稿で は 、 先行研究で は扱われて い ないSafikaranandana

註を用 い 、直截的決定知の 排除対象に つ い て 再検討する こ ととした い
。

2　Sakyabuddhiと Ka叩akagomin の解釈

　§afikaranandana の 見解を検討する前に 、　PV 　I　48 に対す る甑kyabuddhi、　Ka叩 akagomin の 解

釈を確認 して お きた い 。 以下が PVI48 で ある 。

kvacid　d；Ste　
’
pi　yaj　jfianarp　samanytirtharp 　vikalpakam 　／

asamaropitanyarP ≦e　tanmfitr且POhagocaram　11481／

こ れを註釈 して sakyabuddhiは次の よ うに述べ る。

色形な ど直接知覚 に よっ て知覚され た何らかの もの に関 して も 、 それ （＝ 直接知覚）の 後

に生 じ る認識は 、 普遍を対象とする もの すなわち普遍 を対境 とす る もの で あ り、正 に そ

れ故 に分別 を有 して い る 。 或 る形象に、他の部分すな わ ち対立 項の形 象が 付託 されて いな
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して働い て い るそれ （＝認識）もまた、それのみを排除の活動領域とする。それすなわ ち

付託 されて い な い 他の 部分の みを排除の 対境 とす る。（PVT 　D63bsff．
，
P75a4ff．）（

4）

こ の 説明 に依拠す るな らば 、 PVI48 は次の ように 訳出で きる 。

知覚された何らかの もの に関 して も（5＞、およそ （直接知覚の 後に生じる）認識は 、 普遍を

対象と して おり、 分別を有して い る 。 他の部分 （＝ 対立項の形象）が付託されて い な い

（形象）に対 して （働 くその 認識は）、 それ （＝ 付託されて い ない 他の部分）の みを排除の

活動領域とする 。

　
一

方、Karpakagominは PV　I　48cdに つ い て 二 種の解釈を提示する 。 すなわち 、 上記の鮎kya−

buddhi説をほぼ祖述 して第
一

解釈 に置い た後で 、 次の ような第二 解釈 を示す 。

また或 い は 、 付託 され て い ない もので もあ り、且 つ 又、他の 部分で もあ る もの 、 その よ

うな もの が ある 時に 、分別知が働 い て い るな ら （そ の 分別知 は）それのみ を排除の活動

領域 とす る 。 その 付託され て い ない他 の 部分、そ れ の み を排除の 対境 とす る もの で ある。

（PVSVT 　l28
，
10f．）（6）

こ の 解釈 に従 えば PV 　I　48cd は

付託 されてい な い他の部分がある時 、 （分別知は）それ （＝ 付託されて い ない 他の部分）の

み を排除の 活動領域 とする 。

と訳出で き るだ ろ う。 すなわち 、 （zsαnUtro ρitanyaqts
’
e をSakyabuddhiは 「他の 部分が付託され

て い ない 形象 に対 して 」 とい うよ うに分別知の 向か う対象 として解釈 し 、 Karpakagominの第

二 解釈は 「付託され て い な い 他の部分 が あ る時 」 とい う時 ・場面 を示 した 語句 と して 解釈 す

る 。 また 、 嫩 毋   飆 に つ い て は両者 ともが それ を 「付託され て い な い 他の 部分 」 と解釈す る

が、舘kyabuddhiは、分別知の対象に
「他の部分 」 が付託されて い ない 事実か ら、 「他の 部分 」

が排除 されて い る こ とを導出し よ うとす るの み で 、

「他の 部分 」 をそれ以上説明 しない 。彼の

解釈に依拠 した場合、排除対象 となる tanmatra は単 に 「対象上 に表出して い な い もの 」 とい

うに止 まる 。

一方 、 Karpakagominは、 「が ある時」 と註釈す る点か ら、表出 して い な い 付託の

存在場所 に意識 を向けて い るこ とが窺える 。 すなわ ち、彼は 「他の部分」 が付託されて い ない

事実に焦点 をあて るの で はな く、

「付託が ど こ に 存在 して い るか 」 を問題に して い る と言える
。

また 、 彼 は上記引用箇所の直後 で
「付託が 自発的に消滅 するこ と」 と 「当該偈 とそれ以前の 箇

所で は付託排除の あり方が異なる こ と」 を論 じる 。 彼は次の ように言 う。

付託が起 こ っ た その 場合で あれ 、付託の 否定が 、 語 と証相 とに よ っ て 、 理解せ しめ られ る

こ とはな い 。何故 な ら （語 ・証相 と付託の 否定 の 間 に は）関係が ない か らで ある 。 まさに

こ れ 故に、これ （≡付託の否定）が （語 ・証相 に よっ て） もた らされ るこ とはない 。 そ し

て 、消滅 は原因 を持た な い し 、 先行する付託は 、 単に
、 自ずか ら滅す るか らで あ る。語 と

証相 に よっ て無常な どが決定されて い る時に、他の 付託が生 じて い ない ならば、付託の否
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定が為 されて い るの で あ る 。 それ と同様 、 直接知覚に よ っ て 知覚され た もの に っ い て も、

（直接知覚 と）別物で ある分別に、付託の 排除が あるこ とは、何 に よっ て、阻 げられ よ う

か 。 従 っ て 、 前 に説 かれ た付託の排除 と、
い ま述べ られて い るも の とは、ま っ た く別種で

ある の で 、文章を分 けた の で ある 。 （PVSVT 　128
，
12鋤

こ の 記述は直接知覚直後の 決定知の 場合は先行する付託が 排除対象 とな っ て い な い こ とを示唆

して い る 。 従 っ て
、

「…が ある時」 とい う文言は 、 「既に 消滅 して 付託されて い ない他の 部分が

ある時」 で は な く、

「未だ付託され て い な い が こ れ か ら付託 され る可能性を持 っ た 他の 部分が

ある時」 と敷衍 して理解す る こ とも可能だ ろう。
つ ま り、彼は直截的決定知 に も排除され る付

託の 存在を認 めた 上 で 、 その 存在場所を未来の 知覚経験の なか に措定 して い る と考えられ る 。

3　Sahkaranandanaの解釈

次に Sankaranandanaの 所説を考察した い
。 彼 は PV 　I　48 を註釈す るに あた り、先ず、対象

を直接知覚 した後に分別知が生 じた 場合には決定知 ・付託知の い ずれで あれ tannmatra を排除

し、 且っ 、 限定された普遍 を対象 として い る
｛7）、 とい う点を以下の ように 主張する 。

次 に 、 付託がな くて も排除を対境とす るこ とを論証するた め に 「何らかの もの に関 してお

よそ分別知は 」 と述べ る 。

…
他の部分が付託されて いない もの 、 で ある 。 逆 の部分が付託

されて い ない 「何 らか の もの に関して 」 で ある 。 それ 故、次の こ とが言われ る 。 他の もの

（＝他の 部分）が 付託 されて い な い （すなわち）他 の もの と非別異で な い 対境 に 対す るお

よそ分別知は 、

「それのみ 」 を排除の 対境とする もの で ある 。 当該対象 と別の もの が 付託

知 に よ っ て もた らされた際 、
た とえ （そ の 別の もの は ）当該対象 と非別異で ない もの だ と

し て も、 その 知 （＝ 付託知）は それ （＝ 「それ の み 」）を排除の 対境 とする もの に他な ら

ない
。

「およそ 」 とい う語 は正 に こ の ようなもの として 結び付 け られ る。…しか し、推 理

は （全て に適用可能な〉普遍を対境 とする の で 、

「
知覚されたもの 」 （と い う語）が （その

普遍 を）限定付 ける。知覚を対境 として い る普遍 （＝ 知覚に よ っ て 限定 され て い る普遍）、

それ を対境 とす る もの 、 とい うこ とで ある 。 （PVT   D173bsff．
，
　MO3alff．〉（8）

そして 、分別知の あ り方 を一般化 した上で、分別知の 能力を次 の ように述 べ る 。

もし も、それ （＝ 分別知）が 存在するに もかか わ らず （付託の ）否定が全 くない な らぼ、

後者 （＝ 付託の 否定）は前者 （＝ 分別 知）の 結果で は あ り得な い
。 しか し、 まっ た く別

（の 要因）に よっ て （付託が ）既 に否定 されて い て 存在 しな い 場合、こ れ （＝ 分別知）は

それ （＝ 付託）を否定するもの で な い こ ともない だ ろ う。 何故な ら、 寒さが 存在 しな くて

も、 火 に は寒 さを否定す る能力が ない こ と は ない か らで ある 。 決定知 （rtogs 　par　byed　pa）

に関 して 言え ば 、 既 に 決定され た事柄に つ い て （再び）決定知が結果を もっ こ とが排除 さ

れ ない の と同様 に 、直接知覚や推理の 後 に働 く分別知は （正 しく対象を認識す る こ とに関

して）た とえ既 に働い て も、 その 付託 （＝ 「それの み 」〉を排除するこ とに 関 して働 く。 付
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託され た もの の知や空想領域 （の 出来事〉等の知 はすで に付託され た もの に対 して働 くけ

れ ども、（正 しい 分別知 と）同様 に、それ （； 「それの み」 の 排除）に 関 して 能力を持 っ た

もの で ある。こ れ ら （の 分別知）が生 じ て い る間は、そ （の 分別知）と原因を等 し くす る

もの と異な っ た知が 起 こ る こ と は な い
。

か くして
、 銀 の 知が 存在 す る場合 に は 、真珠貝の

知は起 こ らない
。 （PVT   D174a3ff．

，
　P203a8ff．）（9）

こ の よ うにSahkaranandanaは排除対象が 存在 しな い 時 も分別知 は排 除能 力その もの を失わな

い とす る。妥当な認識 手段 に後続 して 生 じるような正 し い分別知で あ る場合 、 例 えぼ真珠貝 を

「真珠貝で ある 」 と認識 しつ つ 、同時に それ以後に 「銀 」 とい っ た逆 の 知が 生 じる こ とを妨 げ

る 。

一方、真珠 貝を 「銀で ある」 と誤 っ て 分別 した時、次刹那以降も銀 の付託知が生 じる場合

が あ る。すな わ ち、誤 っ た分別知 は前刹那 に起 こ っ た 「銀で ある」 とい う認識を肯定 しっ っ 、

「銀」 と逆の 知 の 生起 を妨げる 。そ して 、こ の よ うな逆 の 知 を排除す る働 きは各刹那の 分別知

に備 わる。従 っ て 、分別知 は それ が 生 じて い る限 り自身 と逆の 知が 生起す るの を妨げる能力を

持つ こ とが 言える
（10＞

。 すなわち、こ こ で Sahkaranandanaは い ずれ の 分別知 も本質的に 排除能

力 を持っ との 見解を示 して い る
（11）

。

　さて、分別知が排 除能力 を備 えて い るこ とを明か した上で 、 Sahkaranandanaは排除対象が

存在 しない 場面で は その 排除能力が何に 向け られる の か を、次の よ うに述べ る 。

付託のない対境 に （決定知が）ある か らで ある 。 すなわ ち 、 決定知 （rtogs 　pα ）自身 は、排

除を対象領域 とす るもの として （付託の ない 対境 とは）結合 し得な い か らで ある 。 （決定

知 は）排除 を対象領域 とす る もの で あ る の で 、 （後に ）付託され る可能性が あるが （未だ ）

付託され て い な い もの こ そが排除 され るべ きで ある。（PvT （6） D174blf．，　Mo3b7f ．）
（12）

決定知は 、 排除対象を持つ もの とされ る以上、付託が存在 して い ない 場合に も、 何が しか を排

除 して い な けれ ばな らない
。 決定知に 本質的に 排除能力が あ る と言うだ けで は十分で は な く、

排除対象の 設定が 必要 とな る 。 上記引用 で は、Saftkaranandanaは そ の 排除対象を 「後 に 付託

され得 る もの 」 とす る 。 つ ま り、

「現在は存在 して い ない が未来 に生 じる可能性 を持 っ た もの 」

が排除対象 とされ るの で ある 。 これ に より、 対象知覚後の 直截的決定知は 、 未来の 排除対象 に

向けて その 排除能力を働か せ て い る こ とが 明 らか に され た と言える（13）
。 換言すれ ば 、 直截的

決定知 は
「
それ以後 に 付託が 生 じる こ と」 を妨げるも の とされ るので ある 。

　以上 の 検討か ら、Sa血karanandanaの 解釈 に従え ぼ、　 PV 　I　48 は

他の 部分が未だ付託されて い な い何らかの知覚された （対境） に関 しても 、 およその分別

知 は 、 （知覚されたものに限定される）普遍を対象として お り、

「それの み （＝ 未来に付託

される可能性のある他の部分）」 を排除の活動領域として い る 。

と訳出で きるだ ろ う。 Sakyabuddhi及び Karロakagomin との 同異 を確認す るな らば 、　Sa血kara−

nandana は asamaropitanyargzs
’
e を Loc．　Bv．とする点で は S五kyabuddhiと同 じで あるが 、それ を

kvacidに 掛 ける点 と sama
’
nyartham に註釈す る点で は舘kyabuddhi 及び Karpakagominと異 な
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り、また tanmatra を未来の 付託 とする点で は Karpakagominと類似 した見解 を示 し て い る 。

4　結語

　以上 に検討 した ように 、 §ahkaranandana は 、 分別知は本質的に排除能力を備 え、 付託が 存在

して い な い 場合は未来に生 じ る可能性が ある ものが排除対象 となる 、 とする 。 彼 の解釈 に従 っ

た場合 、 直截 的決定知の 排除対象で ある 繊 磁 ’rα は知覚 と関わ る もの と して 理解す る こ とが

出来 るだ ろ う。 っ ま り、 対象知覚を続けるなかで生 じる可能性 の ある具体的なものが排除対象

として想定 されて い る と言える 。

一
方、Sakyabuddhiの 解釈で は後続する知覚 との 関わ りは論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
じ られな い

。 また 、 Karpakagominは、第一解釈で S欲 yabuddhi説を祖述 した後 に、第二 解釈

でSafikaranandana　Stに類似 した見解を示すもの の、その記述 は排除対象 とな る 二侃 脚 磁 が未

来の もの で あ る こ とを示 唆す るに止 まる。PVI48 で は知覚 した瞬間の 排除対象が 論及され る

の だが 、 知覚 との 関わ りを明示した解釈はSa血karanandanaに特徴 的なもの と言える。

略号表

PV 　i　 Dhamiakirti．　Prcundittasvavarttika　Chapter　1．　ln　PVSV ．

PV　III　 Dharmakini，　P昭 η短  vδr∫磁 α Chapter　III．　In　Prama
−
n．　avarttikakarika （Sanskrit砌 d　Tibetan）．Ed．

　　　 1K　Miyasaka．（Acta　lndotogica　2）．197111972 ．（こ こ で の IIIは宮坂版 の IIに相当）

PV 丁　 Sakyabuddhi．　Pramageav δrttikagrha ．　D　4220，　P　5718．

PV 丁（§）　白aftkaranandana ．　Pzαηめ ηα v厘r〃 ’細磁 ．　D　4223，　P　5721．

PVSV 　DharmakTrti．　P厂罐 ηα瞭 ’漁 ∫vαvぞ〃氏 （D　 In　The　Pramal：avarttikam 　efDhamakrrti 　
一

　The

　　　 First　Chapter　with 　The　Aettocornmentary− ．　Ed．　R 　Gnoli，　Roma，1960，（2） D4216
，
　P　5717，

PVSV 丁　Kar尊akagomin ．　 Prα〃Uttlavartt’肋 ∫vα vr ’’”爾 ．　 In　Karttakagomiガ ∫ Co 砌 π θ磁 α り
l　on 　the　Pra凧ぬ即

一

　　　 vδr’嵌 αりr癖 〔ゾD 加 〃 ηα んヶ詑・Ed・R・S廸 tyayana・Kyoto・1982・

Thar　Iam　gsal　byed　rGyal 　tshab　Dar　ma 　rin　chen （1364−1432）．Tshad　nza　rnam
’
grel　gyi　tshig’〆配7 うッα5

　　　 μ
’irnam ・bshad　t加 r　lant　phyin　ci　ma 　log　par 　gsal　bar　byed　pa．　 ln　PrP 卿 avartt ’  ，　C7‘伽 ’Zy

　　　 edited 　Prcvna
−
na．　 vatttikO げ 1）hCtrmakirti　along ｝り勧 鉱∫ C α   θ跏 ワ 勿 Gッα傭 αうノε，　Ed，　Phuntsok

　　　 Dhondup．　VaranasL　2006 ．

rNam
’
gre【tik　chen 　mKhas 　grub　dGe　legs　dpal　bzang　po （1385− 1438）．厂の α∫ p〆 i　bstα n わco ∫ 鱈鰯 アη α

　　　 rncun
’
8陀 ’8y’rgy α c加 アわshadpa 　rigs　pa ”アgya　mtsho ．　gSum

’bum，　tha．　The　Institute　for　Advanced

　　　 Studies　of　World　Religions．
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注

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

cf．　PV　I　45：tasmad 　d衂 asya 　bh 瓢vasya 　dτ5ta　ev まkhilo　gu耳ah ！bhr五nter　ni≦cTyate 　neti　sadhana 甲 saIp −

pravartate　11

PVI56b −57b’

で もこれ と関連 し た議論が 展開され る 。

cf．　Frauwallner　1932，253；Mookeilee＆ Nagasaki　1964， 108ff．；Steinkellner　1971，198f．

PVT 　D63b5 鼠，　P75a4f．：gzugs　la　sogs 　pa　mngon 　sum 　du　mthong 　ba ，

ga
，

　la，

ang 　de’i　rjes　la　
’byung

ba’i　shes 　pa　gang
’
　yin　pa　spyi

，i　don　zhes 　bya　ba　ni　spyi
’
i　yu1　can 　te　1　de　nyid 　kyi　phyir　rnam 　par

rtog　pa
，

o　1／　rnam 　pa　gang　la　gzhan　gyi　cha 　ste　／　zla 　bo　rnam 　pa　sgro 　ma 　btags　pa　de　ni　gzhan　gyi

cha 　sgro 　ma 　btags　pa
’
o　！！

’
de　la　’jug　pa　de　yang 　de　tsam 　sel　ba ’i　spyod 　yu且can 　cha 　sgro 　ma 　btags

pa　gang　yin　pa　de　tsam 　gyi　rnam 　par　gced 　pa
’iyul　can 　yin　no 〃

「kvacid　d衂 e
’

pl」 は Loc．　Absolute．で の 読 み もあ り得、先行研究で も同箇所 の解釈は分か れ る。

こ こ で は PVT チベ ッ ト語訳 に従 っ て この よ うに訳出し た 。

PvSvT 　128，10f．：yadv5，　asam 雄 op 瓧a‘cas巨v　any 盃叩≦a ‘ca　tasmin　sati　vikalpaka   j而 na1P 　Pravar一

  置n 睇 nm 漁 pohag  劉   ．　yo
’
sav　asam 互ropito

’
nya 中≦as   m 巨血 vyavacchedavilay 聊 bha−

vati ．

分別知の 対象 とな る普遍 の あ りようを述べ るこ とで、Safikaranandanaは或る種の 不都合 を回避 し

ようと した と考え られ る 。
つ まり、普遍 を当該 の 対象上に見出され る もの に限定 しな い 限 り、分別

一8 一

N 工工
一Electronic 　 Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Associat 二ion 　for 　工 ibetan 　St二udies

一 直接知覚直後の決定知の排除対象に つ い て一

　　 知が 当該対象と別の 対象を志向する場合も想定さ れ る。例えば、壷 A の知覚経験 を通じて得 られ

　　 た分別知 は
、 全 て の 壷 に 適用可能な もの で ある為 、何 らか の 限定を付与 しなけれ ば

、 壷 B
、 壷 C …

　　 に向か う場面も考 え られるの である。
こ れ は Dhammakirtiに よる三種 の 分別知 の 分類 と関連 する 。

　　 cf．　PV 　I　l91；PV　I　205；PV　III　51cd；赤松 1980，102，105f．　n ．15，n ．16．

（8）PVT （S）D173bsff．，MO3alff．：da　ni　sgro 　
’dogs　med 　kyang　sel　ba

’i　yul　can 　du　bsgrlb　pa
’i　phyir　bshad

　　 pa　1　’ga，

　zhig 　la　shes 　pa　gang　zhig 　rnam 　par　rtog 　（D 　rtog：Prtogs）pa
’
o　／／．．．　gzhan　gyi　cha 　sgro

　　 ma 　btagS　pa
’
o　1／　gang　du　phyin　ci　log　gi　char 　sgro 　ma 　btags　pa　la

’
o　／1　des　na 　

’di　skad 　bshad　pa　yin　te

　　！dngos　po　gzhan　sgro 　ma 　btags　pa　dngos　po　gzha皿 dang　tha 　mi 　dad　par　ma 　byas　pa
’i　yul　la　（P 蓋a ：

　　 Dcan ）rnam 　par　rtog 　pa
，i　shes 　pa　gang　yin　pa　de　ni　de　tSam　sel　ba

，i　spyod 　yu且can 　yin　no 　1！　don

　　 de　las　gzhan　gang　yin　pa　de　gal　te　yang　sgro
’dogs　kyi　shes 　pas　byas　na 　don　de　dang　tha　mi 　dad　par

　　 gyur　pa　ma 　yin　par　gyur　pa　de　1ta　na 　yang　shes 　pa　de
’
ni　de　sel　ba’i　yu1　can 　nyid 　do　1／　gang 　gi　sgra 　ni

　　
’di　nyid 　du　’brel（D　

’brcl；P ’

gre且）to　／／＿nies　su　dpag　pa　yang　（D　yang ：Pom ．　yang）spyi
’i　yul

　　 can 　yin　pas　／　mthong 　ba　zhes 　khyad　par　du　byed　do　／／　mthong 　ba’i　yul　gyi　spyi　gang　yin　pa　de’i　yul

　　 can 　no 　zhes 　bya　ba
’
o 　／．

（9）PVT （S）D174a3ff．，　MO3a8ff．： gal　te　de　yod　kyang　bzlog　（P　bzlog： Dzlog ）pa　med 　pa　kho　nar

　　
’

gyur　na 　ni 　de’i　tshe’di　de’i　’bras　bu　can 　du　mi
’
gyur　ro　／f　gzhan　nyid 　kyis　bzlog　zin　pas　med 　pa　na 　ni

　　
’di　de　zlog 　par　byed　pa　ma 　yin　par　mi

’

gyur　te　／　grang　ba　med 　kyang　me 　la　grang　ba　Zlog　pa
’i　nus 　pa

　　 med 　pa　ma 　yin　pa
’i　phyir　ro　／1　rtogs　par　byed　pa

’i　phyogs　la　rtogs　zin 　pa
’i　don　（D 　don ：P　phyogs）

　　 la　rtogs　par　byed　pa
’i’bras　bu　can 　nyid 　mi 　ldog　pa　bzhin　du　mngon 　sum 　dang　ries　su　dpag　pa　dag　gi

　　
’
og 　rol　du　（D 　du ： Ptの ’jug　Pa’i　mam 　par　rtog　pa　

’
jug　pa　yang　sgro

’dogs　de　bsal　ba　la　’jug　pa　yin
　　 no 〃 sgro 　

’dogs　kyi　shes 　pa　dang　yid　kyi　rgyal　srid　la　sogs 　pa
’i　rtogs　（D 　rtogs ：Prtog）pa　sgro

’dogs

　　 zhugs 　pa　la’jug　pa　yang　de　bzhin　du　der　nus 　pa　dang　ldan　pa　yin　no 〃
’di　dag　ji　srid

’byung　gi　bar　du

　　 de　dang　rgyu 　mtshungs （P　mtshungs ：Dmthun ）pa　de　las　bzlog　Pa
’i　shes 　pa　mi

’jug　go〃de　bzhin

　　 du　dngul　du　shes 　pa　yod　pa
’i　skabs 　na 　nya 　phyis　kyi　shes 　pa　mi ’

jug　go〃・

（10）後にSa血karanandanaは 正 し く対象認識し て い る と思 っ て い る 限 りその 認識 が 否定 さ れ る こ と は な

　　 い と述 べ る 。 こ れを斟酌 すれ ば、 その
「
正 しさ」 に つ い て の．疑念 が付託知排除 の 契機 となる 。 cf．

　　 PVT （台）D174b7ff．，　P204a5ff．

（11）mKhas 　grub　rje も 「能力」 に 言及す る。

「その よ うな （二排除され るぺ き先行する付託が な い ）決

　　 定知 が （今 の場合 の）主題 で ある 。 （その 決定知は）排除を活動領域 とす る。 （決定知）自身 の 形

　　 成能力が滅 しな い 間 は、他の部分 が付託されずに、付託 を欠 い た （決定知）自身 の 思考 対象 で

　　 は な い も の の 排除を介 して 決 定す るか ら。 （rNam 　
’
grel　tik　chen 　74a6f．）」 尚、こ の 記述 と rGyal

　　 tshab¢ の PV 註 に 平行関係が認められ る （cf．　Thar　lam　gsal　byed　105， 正5ff．）。とこ ろで 、　Zwilling

　　 1976，273n．1；Tillemans　1997，212；Dreyfus　1997，197f．等 に よれば、ゲル ク派 の普遍実在論的傾向

　　 はSahkaranandanaの PV 　I　40 解釈 に その 淵源 が ある とされ る 。
こ れを踏まえれば 、

　PV　I　48 に 関 し

　　 て もSafikaranandanaの解釈がゲル ク派 の 理解に 影響 を及 ぼ して い る可能性がある。注 13参照 。

（12）PVT （§）D174blf．，　MO3b7f ．：sgro 　btags　med 　pa
，i　yul　la　yod　pa

，i　phyir　ro 　1／　rnam 　par　gcod　pa
’i　yul

　　 can 　nyid 　du　ni　rtogs　pa　kho　na 　bas　’brel　par　bya　ba　ma 　yin　no 　11　rnam 　par　gcod　pa
’
i　yul　can 　nyid 　du

　　 gnas　pa　na 　gang　zhig 　sgro 　gdags　par
’
os　pa　la　（em ．　pa　la：Dpa 　las：Ppa ’i　las＞sgro 　ma 　btags　pa　de

　　 nyid 　mam 　par　gcad　（D 　gcad：Pbcad）par　bya　ba　yin　no 〃 こ の引用は samEropavi §aye 　tasyabh5vit

　　 （PVSV 　28，10）に 対す る註釈 。 チペ ッ ト訳 は sgro 　ma 　btags　pa
’i　yul　la　yod　pa

’i　phyirroとあ る。

（13）mKhas 　grub加 も 「未来の付託」 に 言及す る。「例 えば、色形 に っ い て 白 い 属性 な どが 等し く見ら

　　 れ る こ とで 、 真珠貝 に 対 して 銀 の 形象を付託す る ように 、 も し仮に 、 類似す る他の もの の 生起な

　　 どとい っ た錯乱 の 原因 に よ っ て、語に 対 して 常住な どの 他 の属性を結びつ けた り付託 した りする
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こ とが ない な ら、語を無常な もの と推測る推理な ど、諸々 の 他の 認識手段 が起 こ る こ とに も意味

が な い
。 そうで あっ た としても、（他 の 属性を結びつ けた りする場合 と）同様 に 、付託は未 だ到来

して い ない の だ か ら、その よ うな （＝未だ到来して い ない ）付託を排除す る た め に、他の 認識手段

が 起 こ っ たか らとい っ て 過失 は ない 。（rN  
’
grel　tik　chen 　73blf．）」
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